
熱中症と低体温症患者の医学情報等に関する疫学調査 

１．研究の対象 

研究実施許可日から西暦 2030 年 3 月に参加研究機関にて熱中症及び低体温症と診断された全ての入院患者

を対象とします。 

２．研究目的・方法 

本研究は、重症熱中症や低体温症の全国規模の実態調査であり、先に行われた調査を基に調査項目を設定し

て、原因や病態の解明および治療や予後の実情を把握し、発生の予防に向けた地域医療へのアプローチを検

討することを目的に行うものです。 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

患者背景、バイタルサイン（体温、血圧、脈拍等）、採血検査結果、治療方法及び治療経過などです。 

４．外部への試料・情報の提供 

データセンターへのデータの提供は、特定の関係者以外がアクセスできない状態で行います。対応表は、当セ

ンターの研究責任者が保管・管理します。研究又は他の研究機関への提供の開始は、倫理委員会承認後より

開始します。 

５．研究組織 

本研究は以下の体制で実施します。（この研究は複数の研究機関で行います） 

＜研究代表機関および研究代表者＞ 

順天堂大学医学部附属浦安病院（研究代表者：救急診療科 石原 唯史） 

＜共同研究機関および研究責任者＞ 

日本医科大学付属病院（研究責任者：救命救急科 坂本 和嘉子） 

札幌医科大学附属病院（研究責任者：救急医学講座 文屋 尚史） 

自治医科大学附属さいたま医療センター（研究責任者：救命救急センター 守屋 俊） 

東京都立多摩総合医療センター（研究責任者：救命集中治療科 石澤 嶺） 

日本医科大学武蔵小杉病院（研究責任者：救命救急科 神田 潤） 

北海道大学病院（研究責任者：救命救急センター 高氏 修平） 

東京大学医学部附属病院（研究責任者：救急・集中治療科 土井 研人）  

＜既存試料・情報のみを収集し提供する機関＞ 

りんくう総合医療センター（研究責任者：救命救急科 松村彰太） 

他多数の医療機関が参加します。 

６. 個人情報の取り扱い  

個人情報の保護のため、登録については無記名であり、個人を識別できる情報（住所、生年月日、電話番号等）

は入力されないので、対象者個人の不利益になることはありません。当施設の倫理委員会の承認を受けた担当

者のみが登録された情報を利用できます。対象となる患者さんで、ご自身の検査結果などの研究への使用をご

承諾いただけない場合や、研究についてより詳しい内容をお知りになりたい場合は、下記の問い合わせ先まで

ご連絡下さい。ご協力よろしくお願い申し上げます。 

 

研究責任者：救命診療科 副医長 松村彰太 

住所：大阪府泉佐野市りんくう往来北 2 番地の 23 TEL：072‐469‐3111 


